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注 意 事 項

 試験開始の指示があるまで，この問題冊子の中を見てはいけません。

 問題冊子は，�ページ（表紙，白紙を除く）です。試験開始後，確認しなさい。

 解答は，別紙の解答用紙に記入しなさい。解答欄には答えのみを記入しなさい。

 受験番号は，解答用紙の指定の欄に正しく記入しなさい。

◇Ｍ５（６４８―１６）
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� 以下の にあてはまる答えを，解答用紙の指定の欄に記入しなさい。

 曲線 y＝�x と直線 y＝ x－�の交点の x座標は，x＝ � である。

 不等式 x
x－� ＜－ xを満たす xの値の範囲は， � である。

 関数 f（x）＝ sin３�xの x＝ π

� における微分係数 f′
�
�
π

�
	

は，

f′��
π

�
	

＝ � である。

 関数 g（x）＝ x３＋ x－�
x２＋� の x＝�における微分係数 g′（�）は，

g′（�）＝ 
 である。

 次の極限を求めよ。ただし，対数は自然対数である。

���
���

x（ log ３�x＋１－ log ３�x）＝ �

 次の定積分を求めよ。ただし，対数は自然対数であり，eは自然対数の底で

ある。

� �
�

� �
x２＋ x－２ dx＝ �

� �
�

��
�e

x log x＋ �
x
ex	
dx＝ �

 aを実数の定数とする。次の極限を求めよ。
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���

（a＋ h）４＋（a－ h）４－�a４
h２

＝ �

 関数 f（x）＝ x２－�（x≦�）の逆関数を f－１（x）とおく。このとき，

f－１（x）＝ � であり，f－１（x）の定義域は � である。

注意：答えが分数になる場合は，既約分数で答えなさい。

― １ ― ◇Ｍ５（６４８―１７）



� � � � � �

� �

� 以下の にあてはまる答えを，解答用紙の指定の欄に記入しなさい。

 �辺の長さが�，�，�である三角形を考える。�つの内角の中で最大とな

る角を θとおくとき，cos θの値は，cos θ＝ � である。

 �辺の長さが�の正八面体の体積は， � である。

 関数 y＝ ５x２－�x＋２
x２

の最小値は， 	 である。

 円（x＋�）２＋（y－�）２＝１３上の点（－�，
）における接線の方程式は，

y＝ � である。

 半径が�，面積が�の扇形の中心角を θラジアンとする。θの値は，

θ＝ � である。

 aを正の定数とする。次の式を計算して，答えを arの形で表すと，

r＝ 
 となる。
４�a３× a

�
�÷（a�a）

�
�

 平面上の�つのベクトル aと bが�a�＝�b�＝��，�a＋ b�＝�を満たすと

き，�a－ b�の値は， � である。

 �個の数字�，�，�，�，�，�，�，�，�の中から，異なる�個を選

んで�桁の整数を作る。このような整数は，全部で � 個ある。また，

十の位が�でなく，かつ百の位が�でない整数は，全部で � 個ある。

 iを虚数単位とする。等式 z３＝（�＋ i）３を満たす複素数 zのうち，zの偏角

θが π＜ θ＜�πを満たす zは，z＝ � である。ただし，答えの実部

と虚部は三角関数を使わずに表すこと。
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